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エゾナメ νは北海道で糊料としてギシナシソヲの代用に利用され，商品

名は“大柴草"といいりべ 主として根室地方，特に多楽島に産することが

知られている。 9月中勾から翌年3月下句までの間，海浜に打ちあげたもの

を拾い集め，乾燥して市場に出す。北海道水産物検査所の調べによると，主

産地多楽島の昭和 2年の生産高は 35，856貫，昭和 7年は 18，320貫であった。

本種の繁殖器官については今日まで全く報告された例が無い。筆者らは

幸い昭和 23年11月25日厚岸で採集した材・料中に雌性体を得たので， 彊果

の発達の経過を観察してみた。 その結果は昭和 30年4月の日本水産学会年

会で発表したが，ここにその概要を報告したい。

エゾナメ乙/属の雌性器官は KYLIN(1934.戸が，この属の代表植 Turne・

rella seρtentrionalis (KJELLM.) SCHMITZで始めて観察しているが，著者等

がエゾナメ νで得た知見は大体これと一致する。

胎原列は皮層の内方の細胞から生じ，原形質に充ちた 3箇細胞から成り，

頂端の胎心細胞の上部は長い受精毛となって，屈曲し乍ら体の表面に述する。

助細胞は皮層細胞の 1個から変成し，内容に充ちていて，受精前既に認める

ことができ，胎原列とは離れた場所にあって， procarpをなしていない.

KYLINは胎原列が助細胞より遥かに多いと述べているが，本種では助細

胞の方が多く見られる。

受精した胎心細胞からは述結糸が発出し，述結糸は助細胞に接着する。

次に助細胞からは内方に向って成胞糸を生じ，これは発達するに従って，古

い部分の細胞が互いに癒合し，助細胞とも癒合して不規則な形の大きな総合

細胞ができる。その上に多くの成胞糸を生じ，その細胞の大部分が果胞子と

なって誕果を形成する。彊果を囲む特別な組織は見られない。成熟した誕来

は葉体の表面から見ると，小さな沈状を呈して密に散在し，僅かに表面に隆
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起 している。誕生|さは体の外縁部から出来始めて次第に内方に向って出来てい

く。!ilt'l企崩官と四分胞子;単は，本間のどの種煩にもまだ発見されていない。

尚，本属の植物体は，皮音IS組織の中に脱出III胞を有することが特徴である

が，エゾナメ乙/のホノレマリ γ海水保存根本で観祭すると，J山細胞の内容物は

ミロン氏試薬で柑亦色に，ヨ{ ドヨ ー ドカリ?伎でii:色に染まり ，m臼質のjメ

応をE止する。

Resume 

The reproductiv巴 organsof T~t1・neγellα MeTtensiana have not been reported 

by anyone up to the pre3ent. This paper deals with the authol's' observations 
on the femal巴 plantof this sp巴cie;;;collected at Akkeshi， Kushiro Province， 

Hokkaido， on November 25th， 1948. The morphology of the female organ and 
the process of the gonimoblast development in this species， as briefly describEd 
here， agree quite well with those observed by KYLlN (1934) in T'ω・n61"ella

septeηt1'io肌 lis(KJELLM.) S::HMlTZ， Mal巴 organand tetrasporangia are still 

unknown to the genus T~t1'neTellα. 
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第 1図

A， エプナメシの未熟個体 ×約 1/8

E. 強*のある雌性体の一部，表而観 ×約 3/4

(松!本はいずれも謂111的で佐々木茂氏が， 1956年 11)=.1 16 EI 採集したもの)
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第 2図

A. 胎原列を示す x 88 
B. 助細胞を示す x 128 
C. 助細胞に接近している連結糸 x 18 
D. 褒果の断面 x 33 (材料は厚岸で 1948年 11月25日採集のもの)

a.助細胞 cf.連絡糸 g.腺細胞 t.受精毛.
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